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20/03/09

清和源氏 藤原氏庶流桓武平氏
その他の氏族および旧来の豪族

かん む へい し せい わ げん じ ふじわら し しょりゅう

ごうぞく

藤原純友の乱  
939～41

ふじわらのすみとも

後三年合戦  
1083～87

ご さんねん

前九年合戦  
1051～62

ぜんくねんかっせん

平将門の乱  
939～40

たいらのまさかど

平忠常の乱  
1028～31

たいらのただつね

荘園の形成
８世紀に成立した荘

しょう

園
えん

の多くは間もなく衰
すい

退
たい

したが，

10世紀になると，それにかわって，中
ちゅう

世
せい

につなが

る新しい荘
しょう

園
えん

が登場してきた。

　地方の豪
ごう

族
ぞく

や有力農民の一部は，国
こく

衙
が

から一定の期間，税を免
めん

除
じょ

され

て山
さん

野
や

の開発に乗り出したが，その中から，より有利な条件を求めて開

発地を摂
せっ

関
かん

家
け

などの貴族や大寺社に寄
き

進
しん

する者も現れた。こうして中央

の権力者を領
りょう

主
しゅ

（荘園領主）とあおぐ荘園が成立し，開発者自身は荘園現

地の役人（荘
しょう

官
かん

）となって，さらに土地の開発を進めた。

　荘園の中には，荘園領主の権
けん

威
い

を背景に，政府から税の免除（不
ふ

輸
ゆ

）を

認めてもらう荘園が次
し

第
だい

に増え，やがて税収を確保しようとする国衙と

の対立が激しくなると，国衙の役人の立ち入りを認めない不
ふ

入
にゅう

の特権を

得る荘園も多くなっていった。その結果，11世紀後半には中央に送ら

れる税が減少し，貴族の給
きゅう

与
よ

や大寺社の運営費を支
し

払
はら

えなくなった政府

は，そのかわりに荘園をあたえたので，荘園はますます増加した。

　こうして全国の土地は公
こう

領
りょう

と荘園に分かれたが，いずれもその内部で

は，現地の有力者が開発地を拠
きょ

点
てん

に地域の支配を進めていった。

地方の反乱と
武士の成長

９世紀末から10世紀にかけて盗
とう

賊
ぞく

や海
かい

賊
ぞく

の活動

が活発化すると，京
きょう

都
と

の中級・下級貴族のうち，

特に弓
ゆみ

矢
や

や馬などの武芸に優
すぐ

れた者が国
こく

司
し

などに任命されて鎮
ちん

圧
あつ

に当た

った。かれらの中には任期が終わってもそのまま現地にとどまり，有力

な武
ぶ

士
し

（兵
つわもの

）として勢力を広げていく者もあった。かれらの子孫は一族

や従者を率いて，たがいに戦いをくり返し，ときには国司にも反
はん

抗
こう

した。

　一方，地方の豪族や有力農民たちも，自分の土地を守るために武
ぶ

装
そう

し

始めた。かれらは地方にとどまった国司の子孫などを中心に結集し，や

がて大きな武
ぶ

士
し

団
だん

に成長していった。

→p. 41

→p. 40

→p. 52

用 語 2

3

4

　早くから東
とう

国
ごく

（東日本）に住み着いた国司の子孫で，下
しも

総
うさ

（茨
いばら

城
き

県）を根
こん

拠
きょ

地
ち

にしていた平
たいらの

将
まさ

門
かど

は，国司と対立して，939（天
てん

慶
ぎょう

２）年に反乱を

起こした。西
さい

国
ごく

（西日本）でも同じころ，元伊
い

予
よ

（愛
え

媛
ひめ

県）の国司であった

藤
ふじ

原
わらの

純
すみ

友
とも

が，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の海賊を率いて反乱を起こした。これらの反乱は

いずれも武士によって平定された（天
てん

慶
ぎょう

の乱
らん

）。

　この乱を通じて武士の実力を知った朝
ちょう

廷
てい

や貴族たちは，かれらを宮中

や都の警備，貴族の身辺警護などに当たらせた。また，地方でも武士の

一部は国司の下
もと

に組織され，国内の治安を守る存在となった。

源氏・平氏の進出
有力な武士は，都と地方を行き来しながら，

双
そう

方
ほう

に拠点を築いていった。11世紀になると，

都で活動する武士の多くは，次第に天皇の血を引く源
げん

氏
じ

（清
せい

和
わ

源氏）と平
へい

氏
し

（桓
かん

武
む

平氏）によってしめられるようになり，地方でもかれらに従う武

士が増加した。その結果，源
げん

平
ぺい

両氏は，多くの武士団を束ねる武
ぶ

家
け

の棟
とう

梁
りょう

として，広く知られるようになった。

　11世紀前半に上
か ず さ

総（千
ち

葉
ば

県）で平
たいらの

忠
ただ

常
つね

の乱が起こると，源氏はこれを

鎮圧して，東国進出のきっかけをつくった。また11世紀半ばに陸
む

奥
つ

の

国司に任命された 源
みなもとの

頼
より

義
よし

は，子の 源
みなもとの

義
よし

家
いえ

とともに，現地で勢力をふ

るっていた豪族の安
あ

倍
べ

氏をほろぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。さらに義家は，安

倍氏にかわって勢力をのばした清
きよ

原
はら

氏一族の争いに介
かい

入
にゅう

し，これを制圧

した（後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

）。こののち東
とう

北
ほく

地方では，義家の支
し

援
えん

を受けた清原

（藤
ふじ

原
わら

）清
きよ

衡
ひら

とその子孫（奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏
し

）が，北方との交
こう

易
えき

や金・馬などの産

物によって大いに栄えた。その根拠地であった陸奥の平
ひら

泉
いずみ

（岩
いわ

手
て

県）には，

中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

に代表されるはなやかな仏
ぶっ

教
きょう

文化が根付いた。

　東国に進出した源氏に対して，平氏は12世紀初めごろ，瀬戸内海の

海賊平定で活
かつ

躍
やく

するなど，主に西国に勢力を広げていった。
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用 語

5
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→p. 68，69

M■4各地の武士団

中
世
社
会
の
成
立

節

1 荘園の成立と
武士の登場

●❶どのように荘
しょう
園
えん
が全国的に広まって

いったのだろうか。
●❷�源
げん
氏
じ
が東
とう
国
ごく
で大きな力をにぎること

ができたのはなぜだろうか。

荘
しょう
園
えん
や武士の発生により，国

こく
衙
が
の役

割はどのように変化したのだろうか。

ステップアップ

用 語 解 説

公
こう

領
りょう

　古代には公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

が原則で，全ての
土地は公

おおやけ

の地とされたが，そのうち荘
しょう

園
えん

化
しなかった土地。国

こく

衙
が

の管理下に置かれた
ので国

こく

衙
が

領
りょう

ともいう。荘園が最も増えた中
ちゅう

世
せい

でも，荘園と公領の面積比はほぼ１：１
であった。

用 語 解 説

棟
とう

梁
りょう

　もともとは建物の重要な部材である棟
むね

と梁
はり

の意味だが，そこから転じて，ある集団の中で重
要な地位にある人物を棟梁と呼んだ。特に武

ぶ

士
し

団
だん

の指導者を指すことが多く，武
ぶ

家
け

の棟梁ともいった。

荘園に変わることは，その地に暮らす農
民の生活にどのような変化をもたらしたの
だろうか？

受領（国司）
（中流貴族）

ず りょう こく し
荘園領主

摂関家などの
上流貴族や大寺社

せっかんけ

地方豪族
有力農民

農民

支
配税

任
命税

支
配税

支
配税

支
配税

政府（朝廷）

中央の
権力者

現地の
有力者

地方豪族（荘官）
有力農民

しょうかんごうぞく

公領
こうりょう

荘園
しょうえん

ちょうてい

）（

M■2荘園・公領の模式図

関
かん

東
とう

で力を持っていた武
ぶ

士
し

団
だん

は，
どの一族だろうか？

M■3武士の家の構造

主人

下人・所従

郎党

家子（一族）

（惣領，一族の長）

（家人）

そう

ろう

いえのこ

げ にん しょじゅう

とう

りょう

同族の
分家や庶子

しょ し

け にん

M■5前九年・後三年合戦　清衡の父は藤原氏の人
物だったが，前九年合戦で敗

はい

死
し

したため，清衡は
清原氏の養子となった。

二つの合戦後，東
とう

北
ほく

地方で奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏が繁
はん

栄
えい

で
きたのはなぜだろうか？

地方の武
ぶ

士
し

をまとめる棟
とう

梁
りょう

に求められた条件と
は何だったのだろうか？

安倍頼時
貞任・

あ べのより とき

さだとう
源  頼義

源 義家

（父）（父）
加
担

介
入（
清
衡
を
支
援
）

か
い
に
ゅ
う

し
え
ん

敗

死亡

敗 勝

勝

勝

（出羽の豪族） （子） （子）

みなもとの

みなもとの

清原武則
きよはらのたけのり よりよし

よしいえ

義家
よしいえ

宗任
むね とう

清原氏一族の内紛

真衡 家衡・（藤原）清衡
きよひらいえ ふじわらひら

家衡

さねひら

前
九
年
合
戦

ぜ
ん
く
ね
ん
か
っ
せ
ん

後
三
年
合
戦

ご
さ
ん
ね
ん

（藤原）清衡

で　わ ごうぞく

ないふん

P■1都での儀
ぎ

式
しき

の様子　武
ぶ

装
そう

して警備にあ
たる者も見られる。『年中行事絵巻』 田中家蔵

道
長・頼
通
全
盛
期

白
河
院
政

後
白
河
院
政

鳥
羽

院
政

【
桓
武
平
氏
】

【
清
和
源
氏
】

平将門の乱

平忠常の乱

前九年合戦

後三年合戦

清盛
きよ もり

忠盛
ただ もり

正盛
まさ もり

□

□

□

貞盛
さだもり

将門
まさかど

□

国香
くに か□□

桓武天皇
かん  む

□

忠常
ただつね

頼朝
よりとも

義朝
よしとも

義家
よしいえ

頼信
より のぶ

頼義
より よし

為義
ためよし

清和天皇
せい わ

げ
ん
じ

たいらのまさかど

たいらのただつね

ぜんくねんかっせん

ごさんねん

939～940

1028～31

1051～62

1083～87

み
ち
な
が
よ
り
み
ち

し
ら
か
わ
い
ん
せ
い

ご
し
ら
か
わ

と
ば

□

M■6平氏・源氏系図

NHK for school
平将門の乱

後三年合戦図

荘園のようす

平氏・源氏系図

https://ywl.jp/demo/t/01.html
https://ywl.jp/demo/t/02.html
https://ywl.jp/demo/t/03.html
https://ywl.jp/demo/t/04.html
https://ywl.jp/demo/t/05.html
https://ywl.jp/demo/t/06.html
https://ywl.jp/demo/t/07.html
https://ywl.jp/demo/t/08.html
https://ywl.jp/demo/t/09.html
https://ywl.jp/demo/t/10.html
https://ywl.jp/demo/t/11.html
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　スペイン人が40年前から今に至るまで，
そして，今日現在もなお，行い続けている
のは，かつて人が見たことも，本で読んだ
こともなければ，話に聞いたこともない残

ざん

虐
ぎゃく

きわまりない手口を新しく次々と考え出
して，ひたすらインディオ（先住民）を斬

き

り
きざみ，殺害し，苦しめ，拷

ごう

問
もん

し，破
は

滅
めつ

へ
と追いやることなのである。例えば，我々
が初めてエスパニョーラ島

とう

（現在のハイチ，
ドミニカ）に上陸したとき（1520年），島に
は約300万のインディオが暮らしていたが，
今ではわずか200人しか生き残っていない
ありさまである。
（ラス =カサス『インディアスの破壊に関する簡潔な報告』）

■7�スペイン人による�
先住民の征

せい

服
ふく

と虐
ぎゃく

殺
さつ

（一部要約）

20/03/09

大航海時代
の始まり

ヨーロッパの人々は十字軍以来，マルコ =ポーロの

旅行記『世界の記述』（『東
とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

』）などに刺
し

激
げき

され，

アジアへのあこがれを強めていった。また，ルネサンスによる羅
ら

針
しん

盤
ばん

の

改良や地理学の発達は遠洋への航海を可能にした。こうして15世紀後

半からヨーロッパの人々は大西洋への航海に乗り出し，大
だい

航
こう

海
かい

時
じ

代
だい

が始

まった。

　ポルトガルは，アフリカ南
なん

端
たん

の喜
き

望
ぼう

峰
ほう

にたどり着き，さらに1498年

には，ヴァスコ =ダ =ガマが喜望峰を経由してインドに達する航路を開

いた。それまでイスラーム教徒の商人の仲
ちゅう

介
かい

で輸入されていたアジアの

香
こう

辛
しん

料
りょう

は，この航路を通じて直接取り引きされるようになり，ポルトガ

ルにばく大な富をもたらした。

　スペインは，西回りでコロンブスをインドに派
は

遣
けん

しようとした。コロ

ンブスは大西洋を西に進み，1492年にカリブ海のサンサルバドル島に

到
とう

達
たつ

した。これがヨーロッパの人々によるアメリカ大陸「発見」のきっ

かけとなった。さらにマゼランの船隊は，1522年に世界一周を成しと

げた。スペインやポルトガルが航海に乗り出した目的は，金銀や香辛料

を手に入れるとともに，カトリックを世界に広めることにあった。

アメリカ大陸の植民地化
と世界の一体化

スペインは豊富な金銀をねらってア

メリカ大陸を征
せい

服
ふく

しようとし，16世

紀前半にコルテスがアステカ王国を，ピサロがインカ帝
てい

国
こく

をほろぼした。

こうしてスペインの植
しょく

民
みん

地
ち

になった中央・南アメリカでは，銀鉱
こう

山
ざん

2

1

3

4

5

や さとうきび の農園などが開発された。先住民は労働力として酷
こく

使
し

さ

れ，ヨーロッパから伝
でん

染
せん

病
びょう

が広まったこともあって，人口は激減した。

　労働力の不足を補うため，ヨーロッパの人々はアフリカの人々を奴
ど

隷
れい

としてアメリカ大陸に連れて行き，黒人奴隷貿易が始まった。一方，ア

メリカ大陸からヨーロッパには砂糖や銀が，ヨーロッパからアフリカに

は武器や雑貨が輸出された。大西洋をまたぐこの三
さん

角
かく

貿
ぼう

易
えき

は，ヨーロッ

パに多くの利益をもたらしたが，多くの人々が奴隷としてアメリカ大陸

に送られたアフリカの被
ひ

害
がい

は大きかった。

　大航海時代に入ると，ヨーロッパの貿易の中心は地
ち

中
ちゅう

海
かい

から大西洋沿

岸諸国に移った。ヨーロッパの人々によって行われる貿易は地球全体に

広がり，世界中のあらゆる地域を結び付けるようになった。例えば，南

アメリカで産出した銀
ぎん

は世界中で貨
か

幣
へい

として用いられた。また南アメリ

カから じゃがいも やトマトが持ちこまれたことにより，ヨーロッパの

農業や食文化は大きく変化していった。

ポルトガル・スペイン
の海外進出

熱心なカトリック教国であるポルトガ

ルとスペインは，イエズス会の布
ふ

教
きょう

活

動に合わせて，世界中に植民地を広げていった。ポルトガルはインドか

ら東南アジアに進出し，香辛料貿易で利益を上げた。一方，アメリカ大

陸で鉱山を開発し，金銀を独
どく

占
せん

したスペインは，やがてポルトガルとそ

の植民地を支配下に置き，アジア貿易に乗り出した。スペインは，16

世紀後半に「太陽のしずまぬ国」と呼ばれる全
ぜん

盛
せい

期
き

をむかえたが，その

富は戦争や宮
きゅう

廷
てい

のために使われ，人々を豊かにすることはなかった。

7

6

P■3香
こう

辛
しん

料
りょう

　西ヨーロッパでは14世紀以来肉食が普
ふ

及
きゅう

し，こしょうなどの需
じゅ

要
よう

が高ま
ったが，その貿易はイタリア諸都市の商人に独

どく

占
せん

されていたため，非常に高価で手に入
りにくかった。

日本に初めてやってきたヨーロッパ人はど
この国の人だろうか。また，日本にはその
後，ヨーロッパのどのような国の人がや
って来て交流するようになるのだろ
うか。

ステップアップ

こう しゅう

コワンチョウ

ひら　ど

さかい

みんてい こく

き
ぼ
う
ほ
う

オスマン帝国オスマン帝国

ムガル朝
アステカ
王国

インカ
帝国

マカオ マニラゴア

イスタンブル
（コンスタンティノープル）

ポトシ
クスコ

パロス

リスボン
デリー

モルッカ（マルク）
諸島

明

サンサルバドル島

カリカット

マラッカ

堺

平戸広州

マカオ

マゼランの船隊
の航路

インド 洋洋

太平洋

太平洋
西

大

M■1大
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時代とヨーロッパの海外進出

　イタリアに生まれたコロンブスは，大地は
球体であるから，インドに到

とう

達
たつ

するには大西
洋を西に航海するのが近道だとする地理学説
を正しいと考えていた。スペイン王の援

えん

助
じょ

を
受けたかれは，四回にわたってアメリカ大陸
を探検したが，自分が到達した地がインドで
あると死ぬまで信じて疑わなかった。
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■4コロンブス（1451〜1506）
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2 大航海時代とヨー
ロッパの海外進出

●大
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航
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時代は，世界全体をどのように変

えたのだろうか。

なぜ先住民は喜んでむ
かえているのだろうか？

O■2羅
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針
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盤
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　中
ちゅう

国
ごく

の
宋
そう

（→p.54）ですでに
知られていたが，14
世紀のイタリアで改
良され，天文学や地
理学の発達もあって，
遠洋航海を可能にし
た。

O■5インカ帝
てい

国
こく

の遺
い

跡
せき

　アンデス高地には
15世紀にインカ帝国が成立し，現在のコロ
ンビアからチリに至る広大な領土を支配した。
インカ帝国は石づくりの建築に優

すぐ

れ，かんが
いによる農業も行っていた。太陽を崇

すう

拝
はい

し，
国王は太陽の化

け

身
しん

とされていた。また，金銀
の鉱

こう

山
ざん

にめぐまれ，首都クスコにはばく大な
金銀が集められた。

M■6大西洋三角貿易　黒人奴
ど

隷
れい

は
「黒い積み荷」，砂糖は「白い積み荷」
とそれぞれ呼ばれた。
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アメリカ大陸とヨーロッパの交流

メキシコの国旗

奴隷船

インカの太陽祭

クスコの町並み
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